



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































う 観 点 か ら 、
民俗宗教の世界への参入として解釈して
い











、 「 病 気 難 渋 の こ と 思 い
、月
の 朔 日 十 五 日 二 十 八 日 三 日
、朝
の 間 か け て
(26) 













石 鎚 信 仰 の 宗 教 行 動 を 思 わ せ
る記録、
いわんや石鎚講の












































其 方 の 悲 し い の で な し 。
神仏、
天地金乃神、
歌 人 な ら 、
歌 な り と も 詠 む
大きなため息をつくかのように丸印を付し、
































































































































































































































































































































































































































































































次 第 に 強 め ら れ て い く 。
霊威が教祖に集約されるに従って、
大衆的な布教者、
信 徒 層 に お け る 震




































































晨 喜 喜 嘩平威カ: リ






























(9) (8) (7) 
一九七六）、参照。
一九六八）。
(6) (5) (4) 
一九六八）、八九頁。
































































































(28) 27) (26) (25) (24) 
修験道における巫儀、巫術については、鈴木昭英「修験道と神がかり」（『まつり』―二、
の第五章「修験道の巫術と憑祈祷」、
参照。
ただし、
これらの論文でいわれていることは、伝統的な修験道につい
てのみ言いうることで、
誕生した新しい山伏寺などでは、行者が自ら神がかることは珍しくなかったと思わ
れる。
中山「備中北部の山伏寺」（前掲(9)）では、自ら神がかった山伏
の例があげられ、そういう神がかりを
「祈りかつぎ」とよぶという（四八頁
）。
この例は、伝統的修験道とシャーマソ的職能者信仰のの過渡的性格
を
示すも
森正史「石鎚信仰と民俗」（宮
家、前掲(9)）、
二八六頁。
森、前掲(19)、安藤宏幸「石鎚信仰の研究1愛媛県松山市周辺地域を中心と
して」（『日本民俗学』―一九、
カリスマとは、
個体の資質の差にもとづいて特定の物や人に宿る、非日常的な力と信じられているものである。
島薗進「カリスマと宗教意識の進化ー_
初期新宗教の発生過程を手がかりとして」（『土着主義と宗教』新泉社、
近刊、所収）、参照。
本稿で「霊威」と表記したものは、
然的力の直接的顕現の観念 含む原型的なもの、上記論文の中で「一次的カリスマ」とよんだものに相当する。
現在の金光町・鴨方町の地城内に
祀られている石鎚神社は一―社あるという。
もっともこのなかには、昭和―0年勧請のものも含まれている。
中山「修
験道」（前掲
(9))
、二
四頁。
また、この参詣・祈願の内容に推測
を加えたものとして、
高橋行地郎「教祖における信心展開の基本的構造ー「月の三日神
参り」の意味をたずねて」（『金光教学』一―‘
繁右衛門やその他 神祈祷者の金神信仰については、『金光大神』（前掲(
2)）
のほか、次の論文が参考になる。
真鍋司郎「民衆救済の論理——ー金神信
民俗宗教の構造的変動と新宗教
同前、
こ八
頁
。
『金光大神覚』（前掲(2)）、
二五頁。
23 
(22) 
中山「修験道」（前掲(9
)）、
二四！五頁。
(21) 
のといえるかもし な 。
(20) (19) 
『金光大神覚』（前掲(2)）、
二四ーニ七頁。
(18) 
金光真整、前掲(13)。
(17) 
島涸 10 、三三一＿一頁。
(16) 
『金光大神覚』（前掲(2)）、ニニーニ四頁。
(15) 
文治の宗教的悩みや疑いにつ
いては、
島菌、
前掲(8)、参照。
(14) 
島薗
前掲(10)、三三四
頁
。
(13) 
一九五0)。
一九七一）、参照。
金光真整「古川家について」（『金光教学』第六集、
10 
一九七八）。
一九七一）
石鎚講や幕末に
カリスマの中でも、
一九六七）、宮家準『修験道儀礼の研究』（春秋社、
超自
(34) 
描き出されている。
33 、-
宗教の関わりのあり方が参考にされている。
(32) (31) 
岩本徳雄「日天四と金光大神」（『金光教学』一八、
一九七八）。
(30) (29) 
島薗、
前掲(8)。
道「資料論孜「堅盤谷の婆さん」考」（『金光教学』一五、
源戸美喜雄「近世後期大谷村の社会・経済状況について
|
ー赤沢
文治における倫理的実践の背景」（『金光教学』一四、
天理教の発生において伊勢信仰が強い影磐を与えたことは明らかであり、
その影響の性格は金光教の場合とかな
り似ているのではないかと思われる。
こ
の点については、
島薗進「神がかりから救けまで|ー天理教の発生序説」
（『駒沢
大学仏教学部論集』八、
救け 信仰の起源」（『筑波大学哲学思想学系論集』昭和五二年度、
これを生神信仰の展開という観点から説明しようとしたものとして、
島薗、
前掲(1)、
参照。
この流 に近いものは、
圭室諦成「教派神道の誕生」（圭室監修『日本仏教史皿
仰の系譜とその深化」（『金光教学』一三、
筑波大学
哲学・思想学系論集
一九七――-）、
第六号
一九七八）、
参照。
一九六七）によって、
治病宗教の系譜として
高橋行地郎「文治大明神誕生過程の考察ー
|
金神の悪神性との関係を視点にして」（同前）、
一九七五）、
藤尾節昭「布教史試論
|
ー金神考
」（『金光教学』一六、
なお、
本稿の全体にわたって、
近世・近代篇』法蔵館、
一九七七）、
同「疑いと信仰の間ー�中山みきの
一九七四）。
この二論文で考察した天理教と民俗
一九七六）。
10 
金光和
